
短時問強雨の発現に関する一老察

1 はじめに

日本の気候については、四季の変化が明瞭であることをはじめ、さまざまな特徴が指摘されている

が、降水量が多いとともその1つであろう。年単位でみると、世界の平均降水量が約1000血といわれ

ているのに対し、日本のそれは約1500血であり、太平洋沿岸地域や冬季降水が多い日本海側地域では

2000血を超えている。また、世界と日本の単位時問別降水量極値を比較した吉野(196のや二宮(198D

によれぱ、日本の降水量は6時問~1日単位では世界の極値にほぼ匹敵している。日単位の降水量が

世界的にみて多いことは、 M0船Umoto(1993)が示した世界の日降水量記録の分布をみても明らかであ

る。すなわち、ヨーロッパや合衆国の大部分では日降水量極値が50~100肌であり、東南アジアやアフ

り力大陸熱帯地域のそれが100~200血であるのに対し、東アジアから西太平洋の島峡部にかけては

300血以上の地域が広がり、西日本では400脚以上になっている。これらのことは、日本では降水量が

多いことに加え、強い雨が降りやすいことを示している。

このような降水特性は日本の社会・経済に豊富な水資源という形で恩恵をもたらすと同時に、大雨

や豪雨の発生を通して大きなダメージを与えてきた。社会インフラが未整備であった19印年代以前に

は、台風による災害が毎年のように発生し、多くの人命が失われてきた。また、「集中豪雨」という言葉

が生まれた1957年の諫早豪雨以来、梅雨末期には九州や山陰地域などで豪雨災害が繰り返されてき

た。さらに近年は、東京をはじめとする大都市部で、雷雨など短時間の強い雨に伴う内水害がしばし

ぱ発生している。

大雨による災害の多発は、現象そのものへの関心も高めることになり、大雨に関する研究は気候学

の分野でも数多く行われてきた。とくに、大雨による災害が多かった1950~60年代には、梅雨前線に

よる大雨を対象とした水越(1962)の研究や、台風の大雨を扱った河村(196の、関口(1965)、水越(1965)

の研究などが行われた。天気予報の発逹やインフラの整備により大雨災害が減少しはじめた1970年以

降は、大災害を引き起こした個々の事例研究(例えば、 og0玲 a"1.,1985、牛山、 20ODや、近年多発

する都市部の強雨に関する研究(例えぱ、永保・三上、 2001、高橋ほか、 2005)が行われている。

ところで、上記の諸研究において対象とされた降水量の時聞単位をみると、1970年代までは剛峰水

量であるととが多い。これは、日本では6時問~1Π単位で強い雨が降りやすいととにもよるが、他

方、資料的制約にもよっていた。すなわち、当時気象官署や区内観測所などで観測された資料のうち、

・一般に公表されているものは日平均気温、日最高気温、日降水量など日単位のものに限られていた。

そして、それより短い時間単位で資料を求める時は、自記観測記録を直接読み取る必要があった。こ

のため、事例研究においては1時闇値、 W分値の解析も可能であったが、多数の事例を統計的に処理

し、地域的特性を明らかにしようという気候学の立場に立った研究では日観測値を対象とせざるを得
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なかった。

しかし、1974年Ⅱ月に始まり、1976年頃にほぼ全国的な展開が完了した地域気象観測網(アメダス

Automotod Motoor010gi0紅 DotoAoq0玲ition sy乱om)では気温、降水量、風向・風速、日照量などの

気象要素が10分単位で観漁上集計されている。時闇単位を短くすると、資料個数が増加するため、公

表媒体が紙に限られていた1990年代前半まではやはり日降水量を対象とする研究が多かった。しか

し、FDやCD-ROMが主要な媒体となった現在では、時問降水量や10分間降水量も容易に手に入る資料と

なった。また、アメダスによる観測値も30年蓄積され、平年値をはじめとする気候学的な統計値の計

算も可能となってきた。

本稿は以上のような事柄を踏まえ、とれまで対象とすることが少なかった(できなかった)時問降水

量を使って、短時問に降る強雨の特性を明らかにしようとする研究の第1歩であり、発生頻度の経年

変化・年変化、また分布特性などを概括的に把握することを目的とする。なお、大雨、豪雨などの用

語は、前者が1日以上を単位とする比較的広範囲の大雨を、後者が1日かそれよりも短い時問単位で

比較的狭い範囲にもたらされた大雨を表現するなど、明確な基推はないものの使い分けられている。

1時問・10分間など短い時問単位の大雨については、近甲短時問強雨」という表現が使われており、本

研究においてもこの表現を用いることにする。
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Ⅱ短時間強雨の定義と研究方法

日降水量を対象とした研究をみると、大雨の定綻として2つの方法が採用されている。 1つは日降

水量100血あるいは200血といった絶対的基準を用いて大雨日を定義する方法である。この方法は全国

を同一基準でみるため、頻度の地域比較などには適する一方、可降水量の小さな北日本の大雨はほと

んど対象とすることができないという欠点を持つ。 2つめの方法は各地点の年降水量の5%あるいは

10%という相対的基準を用いて大雨日を定義する方法である。との方法は大雨注意報や警報の発令基

準が地域ごとに異なっていることと同じように、災害に結びっく闌値は各地で異なるという考えに基

づいている。
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短時間強雨の場合もこれら2つの方法を応用して基準値を設定することが考えられるが、本稿では

定義付けがより簡便であること、気象庁が防災気象情報の1つとして示した時問降水量の区分がある

ことから、前者の方法を採るととにした。

第1表は気象庁が示した雨の強さと降り方である。災害の状況欄をみると、1時間雨量30血以上(激

しい雨)で、山崩れ・崖崩れが起きやすくなり、都市では下水管から水があふれはじめる。また、50血

以上(非常に激しい雨)で、地下室や地下街への雨水の流入やマンホールからの噴出など大規模な都市

水害が発生するとともに、士石流も起こりやすくなり、80mm以上(猛烈な雨)では大規模な災害が発生

する恐れが強くなる。したがって、防災を意識し、それに役立つ結論を得ようとするならば、 1時闇

雨量30mmを基準として、それを超えるものを対象とするととが適切と考えられる。筆者もこの考えか

ら資料の集計を行っている。しかし、 1時間30mm以上の降水は年間1000回以上発生しており、その分

析には時間を要する。そこで、今回は短時問強雨の概括的な理解を目的とし、 1時問80血以上の少数

ではあるが、極端な事例を対象として分析を進めることにした。具体的には上記の1時間雨量80血以

上の「猛烈な雨」と、マスコミなどで話題にされるととの多い1時問雨量10om以上の事例を各々対象と

した。なお、極値は1分単位の任意時問雨量で求められることもあるが、今回対象としているのは毎

正時の観測値である。

対象期問は1976年~2003年である。これは今回用いた「気象データベース・アメダス(監修:(財)気象

業務支援センター)」でデータベース化されている期間である。 1時間降水量80mm以上の事例選出は伺

データベースに付属する検索アプリケーション「気象SQ上ビュワー」により行った。このソフトでは1時

間降水量の日最大値が80血を超える日を抽出することができ、その量と発現時刻、発現地点が示され

る。ただし、同一日に2回以上そのような雨が降った場合、日最大値以外の量、発現時刻は示されな

い。このため、抽出された全ての日・地点について、同一日に猛栗リ訂菊が2回以上観測されているか

否かを、「アメダス観測年報」の時間別データによりチェックした。

対象地点はとの問に降水量観測の行われたアメダス観測点である。アメダスはシステムとして1974

年以来継続されているが、個々の観測点でみると、設置後数年で廃止されたもの、それに変わって途

中から新設されたものも多い。また、観測地点としては28午問継続的に設置されているものの、実際

の観測は暖候期に限られている地点も多い。これは融雪装置付の観測装置を設置するのが困難な北日

本の山岳部に多く、北海道の一部の山岳観測点では休止期間が半年以上の10月中旬~6月中旬に及ぶ

こともある。このような地点の改廃、欠測期間の有無をどのように評価すべきかは重要な問題と昔え

るが、今回は観測期間の長短にかかわらず猛烈な雨が観測されたという事実を重んじることとし、発

現回数などの処理は行っていない。

Ⅲ短時間強雨発現の経年変化、年変化、日変化

以上のような方法により抽出された28年間の短時間強雨は、 1時間80脚以上の強雨(以下、80血強

雨)が4"回で、うち81回が時階Ⅱoon皿以上の強雨(以下、 100脚強雨)であった。

第1図は1976年~2003年における80血強雨の年闇発生回数とその5年移動平均、および100血強雨

の年間発生回数の推移を示したものである。これをみると、対象期問に数回みられる突出した多発年

と、それらが連続して現れることに気付く。すなわち、 80血強雨が43回発生した1999年を筆頭として
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第1図 1976年~2003年における短時間強雨の発現頻度

1998年(35回)から2001年(26回)にかけての期間、ほぽその10年前にあたる19認年(35回)を中心とし 3

年問連続する多発年である。とれらのうち、19的年を中心とtる期問は2000年の発生回数が少ないも

のの、100血強雨では1999年から3年問が多発期である。また、 1980年代後半も 2年問は100血強雨の

発生数が多い。一方、これら多発期闇のほぼ中問に当たる19兜年からの3年間は平均発生回数が10回

程度になっている。これらの結果、80mm強雨の発生頻度は5午移動平均で示されるように、ほぼ10年

を周期として変動しているようにみえる。しかし、1988年の10年前に当たる1970年代後半はいずれの

年も発生回数が少なく、約10年の周期的変動は1周期半程度確認されるだけである。したがって、80mm

強雨の発生に10年周期が存在するか否かを判断するには、今後数年問の発生状況をみることが必要で

あると考えられる。

また、 5年移動平均曲線をみると、1980年代後半のピークよりも1990年代後半のピークの方が高く

なっている。近年、マスコミなどにおいて、人為的な二酸化炭素排出量の増加に伴う地球温暖化がt

でに始まっているのではないか、といわれることがあり、その影響の1つとして短時間強雨が増加し

ていると指摘されることがある。これは1990年代後半に短時問強雨が多発したことによるが、今回対

象とした28年間の変化をみる限り、80年代以降の気温上昇にみられるような一義的な増加は認められ

ない。確かに、突出した多発年が80年代以降出現するようにはなったが、その間には1990年代前半の

ような寡発期も存在しているのであって、今すぐ先のような意見を支持することは無理であると老え
、,

00

次に、短時問強雨発生頻度の年変化をみてみ、よう。第2図は80血強雨および100肌強雨発現回数の年

変化を示したものである。とれをみると、80圃強雨が月1回以上の割合で発生するのは5月~10月の

暖候期であって、12月~3月に発生することは少ない。これは、寒候期は気温が低いために空気中の

飽和水蒸気圧が低く、結果として可降水量が小さくなるためである。12月~3月の問に80mm強雨が発

生した例をみると、四国南部や房総半島などで観測された場合もあるが、そのほとんどは南西諸島の

観測点であって、この季節においてもある程度気温の高い地域に限られる。

暖候期における発生回数の変化をもう少し詳細に検討すると、最多月は80血強雨、100血強雨ともに

9月で共通するが、それを中心とする変化型には違いが見られる。すなわち、80mm強雨では9月以下、
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080間強雨

7月、 8月、 6 ・10月の順で発生回数が減少するのに対し、 10omm強雨は7 ・ 8 ・10月の発生回数がほ

ぽ等しく、 5阿にもある程度発生している。すなわち、80血強雨には発生頻度の年変化が明瞭である

のに対し、100血強雨は9月を別にすると、暖候期を通じてほぼ同じ割合で発生しているといえる。

先に、80mm強雨が発生するためには空気中にある程度多量の水蒸気が含まれることが必要であり、

気温の高い暖候期にその条件が満たされると述べた。しかし、100血強雨のようにさらに珍しい現象は

空気中の水蒸気が多いことに加え、水蒸気を効率よく降水に換える機構がより重要であって、その機

構の発生は季節依存性が低いといえる。

第3図は80血強雨、100血強雨発生頻度の日変化を示したものである。ととでは、短時間強雨が時刻

に関係なく発生した場合の平均発生回数と、各時刻の発生回数との比を出現率とした。これをみると、

80肌強雨は16時~1時、すなわち夕刻から深夜に平均(発現率1.の以上発生する一方、 5時~12時の時

間帯には余り発生しない。とれに対し、10om強雨は20時を中心とする夜間に発生数が増加する点では

80mm強雨と同じであるが、80mm強雨の発生が減少する朝~午前においてもある程度発生する時間帯も

みられるなど、異なった特徴をみせる。立平・保科(1羽3)は時閲30mm以上の降水頻度の分析から、本

州中部では夕方に、西日本の南西斜面地域では早朝~午前に、南東斜面地域では時問にかかわらず、
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第2図短時間強雨発現頻度の年変化
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各々強雨が発生しやすく、それらは各地域に強雨をもたらす原因が異なるととによると述べている。

したがって、第3図も原因別に集計し直して検討することが必要であるが、その議論は後ほど行うこ

とにする。

Ⅳ短時間強雨の発現にみられる地域性

第4図は対象とする28年問に80血強雨および10omm強雨を観測した地点を示したものである。はじ

めに、80mm強雨の特徴について述べると、発生頻度の最大値は紀伊半島南東部に位置する尾鷲の9回

である。すなわち、尾鷲ではほぽ3年に1回の割合で80血強雨が発生していることになる。これに次

いで、屋久島(鹿児島)・多良問(沖縄)が8回、高知・佐喜浜(高知)が7回となっている。なお、日本

の最多年降水量記録をもつぇびの(宮崎)は5回である。

分布の特徴をみると、多発域は北海道渡島半島沿岸域、東北南部から関東平野・・・・円地域、東海地方

東部から伊豆諸島、紀伊半島南東から両白山地東側地域、近畿地方北部、四国南部および南東部から

播磨灘周辺地域、中国地方西部の日本海側地域、九州およぴ南西諸島になっている。これらのうち、

四国の南東部や紀伊半島南東部、九州東岸、屋久島地域は日本の大雨地域としてこれまでの研究でも

指摘されたところであるが、これまでの研究では指摘されることの少なかった関東平野や近畿地方北

部、さらには九州北西部に80mm強雨地点が散在していることは興味深い。
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一方、北海道から東北、新潟から鳥取の日本海沿岸地域、中部地方内陸部、紀伊半島内陸部、瀬戸

内海沿岸地域では強雨の発生回数は少なく、青森、岩手、宮城、富山、石川、奈良、鳥取の各県では

対象期問中に80血強雨は観測されていない。これらのうち、北海道や東北北部で発生頻度の低いこと

は気温が低いため可降水量が小さいためであり、内陸部や瀬戸内海沿岸域は地域を取り囲む山地のた

め、強雨をもたらす水蒸気が運ぱれにくいためと考えられる。しかしながら、新潟から鳥取の日本海

沿岸域のうち、若狭湾を除く地域で80mm強雨が発生していない原因は現在までのととろ不明で、その

解明は今後の課題としたい。

次に、100血強雨についてみると、最多発地点は多良問で4回、次いで尾鷲、屋久島が3回となって

いる。分布の特徴をみると、総発生数が80mm強雨の約20%であるため、発現地点がまばらであるとと

は当然であるが、それらの地点がいくつかの地域に限られていることに気付く。同一県内あるいは隣

接する地点で10om強雨が複数力所観測されたととろを発生しやすい地域としてあげると、関東北部、

伊豆諸島、紀伊半島南東岸、山陰西部、四国南部、九州西部および南西諸島となる。

これらの多発地域を80脚強雨におけるそれと比較すると、両方に共通する地域、すなわち、80血強

雨、100血強雨ともに発生しやすい地域がある一方で、80肌強雨は発生するもののWomm強雨は発生し

にくい地域もまたみられる。すなわち、関東地方南部、東海地方、両白山地東側地域、近畿地方北部、

四国東部から播磨灘周辺地域、九州東部である。また、南西諸島も100脚強雨は発生するものの、80mm

強雨がほぼ全ての観測点で複数回発生していることと比較すれぱ、その発生地点数、回数は少なく、

100血強雨の発生しにくい地域といえるかも知れない。とのように、 80mm強雨、10om強雨とも発生す

る地点、前者は発生するもの後者は発生しない地点が地域的にまとまっていることは、このような短

時間強雨の発生要因を考えるうえで重要と考えるが、詳細な検討は今後の課題としておきたい。

V 降水原因別にみた短時間強雨発生の特徴

第5図は80mm強雨発現地点を前線、低気圧、台風、大気不安定の降水原因別に示したものである。

なお、10omm強雨では、前線を除く3つを原因とする事例が各々10回前後しかないため、今回は分析し

ていない。本研究の対象は1時問降水量であるので、厳密に考えると、その降水原因は中小規模の擾

乱に求めることが必要である(田坂、198D。しかし、個々の事例についてそれを特定することは不可

能であるので、ととでは総観規模の擾乱の種別を調査した。調査は気象年鑑に掲載されている毎日9

時の簡易天気図およびそれに付記されている記事を参考にし、次のような基準で行った。

前線:移動する低気圧に伴う温暖・寒冷前線は除く。ただし、低気圧の南西側に長く延びる寒冷

前線によるものは前線に含めた。

低気圧:温暖・寒冷前線によるものを含む。前線をもたない小低気圧は大気不安定に含めた。

風:台風が天気図上にみられ、日本付近に前線・低気圧などがない場合。台風から温帯低気
'、

圧に変わった場合はその時刻により分類。

大気不安定:天気図上に総観規模擾乱がない場合。

今回使用した天気図は1日1回の簡易版であるため、低気圧や台風の移動を詳細に知るととはでき

ない。しかし、短時間強雨が発生した当日だけでなく、その前後の天気図も比較検討することにより、

総観規模での原因を特定することはできる。また、ここでいう大気不安定は上記の基準からも推測さ
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れるように雷雨を想定しているが、雷雨そのものは前線や台風に伴う強雨の際にもみられることや、

原因を雷雨とした場合、個々の事例についてその発現を確認する必要があることを考慮し、今回は大

気不安定という名称を用いた。

80血強雨4"回を分類すると、前線による強雨206回、低気圧85回、台風106回、大気不安定47回とな

る。その分布域をみると、前線による強雨は関東北部、東海地方、紀伊半島南東部から岐阜県西部、

四国南部、中国地方西部、九州西半部および南西諸島で多く発生している。低気圧による強雨は北海

道渡島半島沿岸部、関東から九州の太平洋沿岸域、九州北西の沿岸・籬島および南西諸島で主に発生

している。台匝Uよ伊豆半島から九州東部の太平洋側地域に分布し、低気圧による強雨地点が沿岸中心

であるのに対し、台風によるものは内陸地域でも発生している。大気不安定による強雨は総数が少な

いため分布の特徴が把握しにくいが、関東から九州までの沿岸域、内陸部に散在している。

次に、いくっかに地域について卓越する降水原因をみてみると、関東地方の北部は前線による強雨

が多いのに対し、中南部は大気不安定による強雨、沿岸部や伊豆諸島は低気圧による強雨の多いこと

が分かる。また、四国南部をみると、低気圧および台風による強雨は高知・徳島両県で発生している

のに対し、前線による強雨はその発生域が高知県の東部に限られている。このような降水原因と地域

の対応関係が最も明瞭に認められるのは九州である。すなわち、九州では前線による強雨が宮崎県南

部の数地点を除く九州山地西側の地域に限られるのに対し、台風による強雨は山地の東側に限られて

いる。降水原因により山地

の東西で強雨の発生頻度が

変わることは、強雨の発生

が地形と風向との関係によ

ることを示唆する。しかし、

四国東部の剣山系や紀伊半

島の東西では九州でみられ

るような明瞭な違いは認め 口大気不安定口台風■前線 固低気圧

られず、もう少し詳細な検
第6図 5月~10月における短時問強雨の原因別発現率

討を加えなけれぱならない。

第6図は80m強雨が月1回以上の頻度で発生する(第2図)5打~10月について、 4つの原因別の発

現率を示したものである。これをみると、前線による強雨は5月~7阿に発生するものの50%以上を

占め、 6月には80%以上がとれを原因とする強雨である。これは言うまでもないが、梅雨期、とくに

梅雨末期の集中豪雨と呼ぱれるものに伴って短時間強雨が発生しやすいことを示している。低気圧に

よる強雨は5月および10月には40%程度を占めている。この原因は次のように考えられる。温帯低気

圧は南北の温度差が大きいほど発達するので、一般に寒候期に発達しやすい。しかし、冬季は低温で

あるため空気中に含み得る水蒸気量が少なく、低気圧は発達するものの強雨となることは少ない。

方、夏期は空気中の水蒸気量は多いものの、南北の温度傾度が小さいためH本の付近で低気圧は発達

しない。そこで、両方の要因がある程度保たれる春秋期において、例えばメイストームと呼ぱれるよ

うな低気圧の通過に伴って短時間強雨が発生しやすくなるのであろう。

台風による強雨は7月頃から出現し始めて、 9月・10月に強雨のほぽ半分を占める。との季節変化

眺

5月

6月

7月

8月

9月

10月

20% 40% 10眺60% 80%
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は日本への台風来襲のピークよ

りも少し遅くなっているが、これ

は他の降水原因の出現傾向との

関係の結果であろう。大気不安定

による強雨は8月を中心とする

時期に多くなっている。これは夏

の強い日射による加熱によって

大気が不安定になり、結果として

強雨が発生しやすいこと、すなわ

ち夕立として短時間強雨がもた

らされることを意味している。

先に短時間強雨頻度の日変化

を検討したが、ここではそれを原因種別に分け改めて検討してみる。第7図は1日を61庁問ごとに分

けた4つの時問帯における短時間強雨の出現率を、全体および原因種別に分けて示したものである。

はじめに、短時問強雨全体について、日中(6~18時)と夜闇(18~部寺)で比較すると、約60%は夜問

に発生している。その原因としては、夜間の気温低下に伴う相対湿度の上昇,、およぴこれによる凝結

過程の進展が昔えられるが、いずれにせよ1982午の長崎豪雨や2000年の東海水害も夜闇に発生したこ

とを老えれぱ、防災の点からも注視すべき特徴といえる。炊に時間帯ごとの発生状況をみると、短時

闇強雨は全体の約如%が18~24時の問に発生し、これに次いで昼~タ方a2~18時)に発生することが

多い・'方、朝~昼(6~12時)の発生頻度は低い。

降水原因別にみると、前線による強雨は事例数が多いこともあり、全体の特徴とほぼ同じとなって

いる。台風も類似の頻度分布であるが、強いて特徴をあげれぱ、朝~昼(6~1部寺)の発生頻度が低い。

この時問帯の発生頻度が最も低いのは大気不安定による強雨であって、その頻度は5%以下になって

いる。反面、大気不安定による強雨はその80%以上が午後に発生し、半分近くは夕方~深夜(18~2"剖

に発生している。これは先に述べたように、ここで取り上げた事例が熱雷などの雷雨であることを示

している。立平・保科a993)は本州中部では夕方に強い雨が降りやすいことを述べているが、本研究

においても、大気不安定による強雨は関東平野西部から中部地方に散在して発生し、その発現時刻は

タ方~深夜であって、同様の結果を示している。また、低気圧が他の3つと異なり、日中(6~18時)

の発生頻度が夜間(18~6時)よりも多いが、その原因については不明である。

畊

全体

前線

20%

低気圧

大気不安定

台風

40% 60%

00~ 6時口 6~12時

第7図短時間強雨の原因別

80% 10眺

012~18時冒18~24時

時闇帯別発現率

Ⅵまとめ

時間降水量80血以上の短時聞強雨について、その時問的分布と空闇的分布の特徴を調査した。結果

は以下のようにまとめられる。

1.短時問強雨は19即年代後半、90年代後半に多発した。この結果、発生頻度は約10年の周期で変動

しているようにみえるが、周期性を断言するには今後10年程度の資料集積が必要である。

2.短時間強雨は9月を中心として、 5月~10月の暖候期に発生しやすい。時刻的には夜問に発生す

るものが全体の過半を占めるが、原因となる総観規模擾乱の種別にみると、低気圧による強雨は日

10 -



中に発生しやすく、反対に台風による強雨は夜間に発生しやすい。また、大気不安定による強雨は

午後の時間帯に発生するととが極めて多い。

3.短時間強雨は日本の大雨地域といわれている紀伊半島から九州の太平洋岸地域に加え、九州北西

部や山陰西部、近畿地方北部や関東平野および東海地方で多く発生している。一方、北海道・東北

地方、日本海側地域、中部地方内陸部や瀬戸内海周辺地域における発生頻度は小さい。短時問強雨

の多発域・寡発域は降水原因となる擾乱によって異なっており、その解明には地形条件の若察をさ

らに行う必要がある。

本研究では時問降水艮80脚以上という、ある意味では極端な事例を対象とした。このため、問題の

一部は鮮明に表すことが出来たと考えるが、反面、事例数が少なくなった結果、より蓋然性の高い特

徴がみられなくなっているとも考えられる。今後は、災害につながる最低ラインとされる時問降水量

30mm以上の事例を対象とした多発地・寡発地の地形特性の比較などを通して、短時問強雨発生のメカ

ニズムに迫っていきたい。
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